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はじめに

　本書は、第１部ではＡＳ－３２１０のハード・ウェアについて、第２部で

はＡＳ－３２１０の基本的な使い方について書かれています。
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～　第 １ 部　ハードウェアについて　～

　第１部では、ＡＳ－３２１０のハードウェアに関する内容について説明し

ています。内容としては、ボードのハードウェア構成，各種の搭載機能（ビ

デオ，マルチＩ/Ｏ，ウォッチ・ドック・タイマ，Ｆｌａｓｈ－Ｄｉｓｋ）

についてです。

第１章 ハードウェア構成

１・１ 概要

　ＭＩＳ ＡＳ－３２１０は、ＩＢＭ ＰＣ／ＡＴのアーキテクチャーを用い

たＡＴ互換のシングル・ボード・コンピュータです。ＩＳＡバス・ハーフ・

サイズ上にＣＰＵ，マルチＩ/Ｏ，ＳＶＧＡ，Ｆｌａｓｈ－Ｄｉｓｋ，ウォ

ッチ・ドック・タイマ等の各種機能を搭載し、あらかじめ４ＭＢのシステム・

メモリが実装された、オールインワンＣＰＵカードです。

　ＣＰＵは、ＰＧＡソケットによる搭載で４８６系ＣＰＵの中から選択でき、

マルチＩ/Ｏ機能としてキーボード，ＰＳ２マウス，シリアル，パラレル，

ＩＤＥ（ＨＤＤ），ＦＤＤ等のインターフェースを搭載しています。

　さらに、ＶＥＳＡ　ＶＬ－ＢＵＳ接続のＳＶＧＡ（ＣＲＴ／ＬＣＤ対応）

を搭載していますので、このボード単体でＤＯＳ／Ｖ，Ｗｉｎｄｏｗｓが動

作するシステムが簡単に構築できます。

　また、本ボードは、ハードディスクをエミュレートした２ＭＢまたは４Ｍ

ＢのＦｌａｓｈ－Ｄｉｓｋが搭載されているので、組み込み用として極めて

コンパクトなシステムの構築が可能です。
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１・２ 仕様

●プロセッサ（３３ＭHz基準）　４８６ＳＸ，ＤＸ，ＤＸ２，ＤＸ４

●システム・メモリ

　実装：４ＭByte，拡張：７２ピンＳＩＭＭ×１（Ｍａｘ ３２ＭByte）

●システム・ＢＩＯＳ　ＡＷＡＲＤ ＢＩＯＳ

●パワーマネージメント機能をサポート

●シリアル・ポート　２チャンネル

　ＲＳ２３２Ｃ（１６Byte ＦＩＦＯ付）

●パラレル・ポート　１チャンネル

　セントロニクス準拠（ＳＰＰ/ＥＰＰ/ＥＣＰ対応）

●ハードディスク・Ｉ/Ｆ（Local Bus IDE）

●フロッピーディスク・Ｉ/Ｆ

●キーボード＆ＰＳ２マウス・Ｉ/Ｆ

●ビデオ・Ｉ/Ｆ（ＶＥＳＡ ＶＬ－ＢＵＳ接続）

　ＣＲＴ　１０２４×７６８　　１６色

　ＬＣＤ　　６４０×４８０　２５６色

●Ｆｌａｓｈ－Ｄｉｓｋ機能を搭載

　２Ｍ／４ＭByte 実装

  ハードディスク・エミュレーション（Ｃ：/Ｄ：にて使用）

  フロッピーディスク・エミュレーション（Ａ：/Ｂ：にて使用）

  ＲＯＭ－ＤＩＳＫ（書込み禁止のフロッピーディスクエミュレーション）

    上記のいずれかを選択

●ウォッチドックタイマ機能を搭載

　タイムアウト １.６秒，ＩＲＱ１５orＲＥＳＥＴにて使用

●カード寸法　縦寸法 １８５.００㎜，横寸法 １２２.００㎜

●動作電源電圧　＋５Ｖ±５％（ＬＣＤ使用時＋１２Ｖ必要な場合有り）

●動作温度範囲　０～６０℃

　結露せぬこと，ＣＰＵの放熱対策を別途行うこと
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１・３　ブロック・ダイアグラム

ＣＰＵ

486SX  33MHz

486DX  33MHz

486DX2 66MHz

DX4   100MHz

Video-Mem

512KB

SVGA/LCD

Controlle

F65535

J4

J1

LC

CR

SystemBIO

VideoBIOS

DiskBIOS

A2:31

D0:31

SD0:7

SA0:1

A2:31

D0:31

72P SIMM

MAX 32MB D0:31

On BOARD

4MB DRAM

J7

J8

J9

J2

Ext

.

KB

MS

IDE

 SA0:1

LA17:2

 SD0:1 CHIPSet

VT82C496G

&

VT82C406M

RS232C

BUFFER

MAX249

J1

J5

J3

J1

SA0:9

SD0:7

SUPER I/O

Controlle

FDC37C666

Flash Disk

Circuit

Watch Dog

Timer

SA0:9

SD0:7

043H

443H

On BOARD

2MB FLASH

Circuit

 IRQ15

COM1

COM2

PRN

FDD

A2:31

D0:31

 RESET

 +5V

 +12

 GND

J6  Ext.

 PW

Ｌ

Ｏ

Ｃ

Ａ

Ｌ

Ｂ

Ｕ

Ｓ

Ｉ

Ｓ

Ａ

Ｂ

Ｕ

Ｓ
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１・４　メモリ・マップ

『ＡＳ－３２１０』のメモリ・マップは以下のとおりです。

Total Memory=4MB(On Board)+SIMM(MAX 32MB)=MAX 36MB

000000H

BIOS Area

0C0000H

0A0000H

0D0000H

0C8000H

System BIOS

On Board

Memory Area

100000H

0F0000H

Conventional Memory

640K Byte

Video Memory

(512K Byte)

Video BIOS

32K Byte

Flash-Disk BIOS

32K Byte

64K Byte

Extended Memory

On Board 4M Byte

Extended Memory

SIMM(MAX 32M Byte)
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１・５　Ｉ／Ｏ・マップ

『ＡＳ－３２１０』のＩ／Ｏ・マップは以下のとおりです。

～ Ｉ/Ｏ空間について ～

ＩＳＡバスのＩ/Ｏ空間は６４Ｋバイ

ト有ります。ＣＰＵボードでは１０ビ

ット・デコードによりＩ/Ｏのセレクト

信号を作り出しているため、Ｉ/Ｏ空間

には１０２４バイト毎のファントムが

６３個現れる事になります。この１０

２４バイトの空間の内、例えば１００

～１ＥＦ番地の２４０バイトは未使用

空間ですので１６ビット・デコードす

る事により、細切れにはなりますが２

４０×６３バイトのＩ/Ｏ空間を利用

する事も可能です。

SYSTEM I/O

FREE AREA1

SYSTEM I/O

ファントム

FREE AREA2

ファントム

 繰り返し

0000 H

0100 H

01F0 H

0400 H

0500 H

05F0 H

0800 H

000 - 00F

020 - 03F

ＤＭＡ・コントローラ　１

040 - 05F

043(read)

060 - 06F

070 - 07F

080 - 09F

0A0 - 0BF

0C0 - 0DF

0F0 - 0FF

1F0 - 1F7

278 - 27F

2F8 - 2FF

378 - 37F

3F0 - 3F7

3F8 - 3FF

443(read)

割り込み・コントローラ　１

タイマ

ウォッチドックタイマ　Ｅｎ／Ｄｉ

キーボード・コントローラ

ＲＴＣ／ＲＡＭ，ＮＭＩマスク

ＤＭＡ・ページレジスタ

割り込み・コントローラ　２

ＤＭＡ・コントローラ　２

コプロセッサ

ＨＤＤ・コントローラ

パラレル・ポート　２

シリアル・ポート　２

パラレル・ポート　１

ＦＤＤ・コントローラ

シリアル・ポート　１

ウォッチドックタイマ　ＲＥＦＲＥＳＨ

アドレス デバイス

1F8 - 1FF Ｆｌａｓｈ－Ｄｉｓｋ
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１・６　割り込み

『ＡＳ－３２１０』は、８２Ｃ５９Ａコンパチブルの割り込みコントローラ

を２個搭載（カスケード接続）しています。

ブロック・ダイアグラム及び使用状況は下記のとおりです。

※１　ＩＲＱ１５は、ＷＤＴでの使用も可能

IRQ0

IRQ1

IRQ3

IRQ4

IRQ5

IRQ6

IRQ8

IRQ8

IRQ9

IRQ10

IRQ11

IRQ12

IRQ13

IRQ14

IRQ15

IR_0

IR_1

IR_2

IR_3

IR_4

IR_5

IR_6

IR_7

INT

IR_0

IR_1

IR_2

IR_3

IR_4

IR_5

IR_6

IR_7

INT

CPU INTR

Unit1

Unit2

IRQ0

IRQ1

IRQ2

IRQ3

IRQ4

IRQ5

IRQ6

IRQ7

IRQ8

IRQ9

IRQ10

IRQ11

IRQ12

IRQ13

IRQ14

IRQ15

タイマ

キーボード

カスケード

ＣＯＭ２

ＣＯＭ１

未使用

フロッピー

パラレル

ＲＴＣ

ソフトウェア

未使用

未使用

(ＰＳ２マウス)

コプロセッサ

ハードディスク

未使用(WDT)

08H

09H

0AH

0BH

0CH

0DH

0EH

0FH

70H

71H

72H

73H

74H

75H

76H

77H

ﾍﾞｸﾀ 使用状況 ﾍﾞｸﾀ 使用状況
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１・７　ＤＭＡ

『ＡＳ－３２１０』は、８２Ｃ３７ＡコンパチブルのＤＭＡコントローラを

２個搭載（カスケード接続）しています。

ブロック・ダイアグラム及び使用状況は下記のとおりです。

　※　チャンネル１,３はパラレル・ポートでの使用も可能

DRQ5

DACK5

DRQ6

DACK6

DRQ7

DACK7

DRQ0

DACK0

DRQ1

DACK1

DRQ2

DACK2

DRQ3

DACK3

CPU HOLD

CPU HLDA

HOLD

HLDA

DRQ4

DACK4

MASTER

SLAVE

コントローラ チャンネル 使用状況

ＭＡＳＴＥＲ

０

１

２

３

４

５

６

７

未使用

未使用（パラレル）

フロッピー

未使用（パラレル）

カスケード

未使用

未使用

未使用

ＳＬＡＶＥ
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第２章　ビデオ機能

　『ＡＳ－３２１０』は、ビデオ機能としてＬＣＤ表示機能もサポートした

ＳＶＧＡコントローラを搭載し、ＣＲＴモニタとＬＣＤパネルを接続する事

ができます。

～　仕様　～

　◆ＳＶＧＡコントローラ：Ｆ６５５３５　CHIPS&TECNOLOGY 社製

　◆Ｖｉｄｅｏ　ＢＩＯＳ：CHIPS&TECNOLOGY 社製

　◆Ｖｉｄｅｏ　ＲＡＭ　：５１２ＫByteＤＲＡＭ

　◆解像度　ＣＲＴモニタ：１０２４×７６８　　１６色

　　　　　　　　　　　　：　６４０×４８０　２５６色

　　　　　　ＬＣＤパネル：　６４０×４８０　２５６色

　◆Ｉ／Ｆ・コネクタ　　：１５ピンＤｓｕｂ（ＣＲＴ）

　　　　　　　　　　　　：５０ピン・ヘッダー・ソケット（ＬＣＤ）

　◆コントローラは、ＶＥＳＡ　ＶＬ－ＢＵＳ接続

２・１　ＣＲＴモニタの接続

　ＣＲＴモニタを使用する時は、コネクタＪ１１（１５ピン・Ｄｓｕｂ）に

ＣＲＴからのケーブルを接続してください。

　Ｊ１１：コネクタ配列＆ピン割り当て

5 1 6

10 15 11

ピン
１
２
３
４
５
６
７
８

ピン
９
10
11
12
13
14
15

信 号 名

ＧＲＥＥＮ
ＲＥＤ

ＢＬＵＥ
ＮＣ
ＧＮＤ
ＧＮＤ
ＧＮＤ
ＧＮＤ

信 号 名

ＧＮＤ
ＮＣ

ＮＣ
ＮＣ
ＨＳＹＮＣ
ＶＳＹＮＣ
ＮＣ



12

２・２　ＬＣＤパネルの接続

　ＬＣＤパネルを使用する時は、コネクタＪ４（５０ピン・ヘッダー・ソケ

ット）にＬＣＤパネルからの信号ケーブルを接続してください。

　Ｊ４：コネクタ配列＆ピン割り当て

　ジャンパー・ポスト：Ｐ１０は、ＬＣＤパネル個々で使用する制御信号を

選択するためのものです。基本的に出荷時の状態で使用しますので、不用意

に設定を変更しないでください。

ジャンパー・ポスト：Ｐ１０の設定（出荷時）

１－１２ ２－１１ ３－１０ ４－９ ５－８ ６－７

ＳＨＯＲＴ ＯＰＥＮ ＳＨＯＲＴ ＯＰＥＮ ＳＨＯＲＴ ＯＰＥＮ

1 26

25 50

ピン
１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

信 号 名
＋５Ｖ
＋１２Ｖ
Ｐ１７
Ｐ１６
Ｐ１５
Ｐ１４
Ｐ１３
Ｐ１２
Ｐ１１
Ｐ１０
Ｐ９
Ｐ８
Ｐ７
Ｐ６
Ｐ５
Ｐ４
Ｐ３
Ｐ２
Ｐ１
Ｐ０
ＳＨＦＣＬＫ

ピン 信 号 名
＋５Ｖ
＋１２Ｖ

26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50

ＬＰ
Ｍ
ＤＥ
ＦＬＭ

ＧＮＤ
ＧＮＤ
ＧＮＤ
ＧＮＤ
ＧＮＤ
ＧＮＤ
ＧＮＤ
ＧＮＤ
ＧＮＤ
ＧＮＤ
ＧＮＤ
ＧＮＤ
ＧＮＤ
ＧＮＤ
ＧＮＤ
ＧＮＤ
ＧＮＤ
ＧＮＤ
ＧＮＤ

ＥＮＡＢＫＬ
ＥＮＡＶＤＤ
ＥＮＡＶＥＥ

ＧＮＤ
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２・３　ＬＣＤパネルの接続回路について

　コネクタ：Ｊ４には、各種ＬＣＤパネルに対応する信号を全てアサインし

ていますが、実際にＬＣＤパネルを使用するためには

　◆Ｊ４とＬＣＤパネルのコネクタを接続するための専用ケーブル

　◆ＬＣＤを駆動するための外部電源及び、その制御回路

が、必要です。

　特に注意が必要なのが、ＬＣＤパネルへの電源投入シーケンス（ロジック

電源，駆動電源，バックライト電源）です。この手順は、ＬＣＤパネルによ

って異なるため、使用するＬＣＤパネルにあわせて電源制御回路を準備する

必要があります。当社（別売）のＰＡＮＥＬ－ＬＣＤシリーズは、この電源

制御回路とケーブル変換機能を搭載していますので、これを使用される事を

お薦めいたします。

　電源投入シーケンス

　電源投入回路（イメージ）

ＡＳ－３２２０

　　 Ｊ４ 　　

ＥＮＰＮＬＶＤＤ

ＥＮＰＮＬＶＥＥ

ＥＮＢＫＬ

パネル制御信号

VDD VEE BKL
リレー等のＳＷ

電源ユニット

ＬＣＤパネル

ＶＤＤ

ロジック電源

ＶＥＥ

パネル駆動電源

ＢＫＬ

バックライト電源

パネルロジック電源

パネル制御信号

パネル駆動電源

　　　＆

バックライト電源 ① ② ③

①,②,③のタイミングがＬＣＤ毎に異なる

タイミングは、ＶｉｄｅｏＢＩＯＳが制御
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２・４　ＰＡＮＥＬ－ＬＣＤシリーズについて

　２・３項で説明したように、ＬＣＤパネルの使用は非常に手間のかかる作

業となります。当社（別売）のＰＡＮＥＬ－ＬＣＤシリーズは、ＬＣＤパネ

ルを使用するために必要な電源制御回路，ケーブル変換機構，ＬＣＤパネル

に対応するＶｉｄｏＢＩＯＳを用意した専用中継基板です。

　ＰＡＮＥＬ－ＬＣＤにはＬＣＤ３，ＬＣＤ４の２タイプがあり、接続でき

るＬＣＤパネルは次の通りです。なお、これ以外のＬＣＤパネルを使用され

る場合は、必ず当社にご相談ください。

　◆ＰＡＮＥＬ－ＬＣＤ３（カラーＴＦＴ対応）

　　ＮＥＣ社　　　　：ＮＬ６４４８ＡＣ３０-１０

　◆ＰＡＮＥＬ－ＬＣＤ４（モノクロＳＴＮ対応）

　　シャープ社　　　：ＬＭ６４Ｐ８３９

　　オプトレックス社：ＤＭＦ-５０２６０-ＮＦＵ-ＦＷ-５

　ＬＣＤパネル接続図（イメージ）

ケーブル変換

　　 ＆ 　　

電源制御回路

 当社(別売)

 PANEL-LCD3

     or

 PANEL-LCD4

Ｊ４

ＬＣＤパネル

ＡＳ－３２１０
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第３章　マルチＩ/Ｏ機能

　『ＡＳ－３２１０』は、マルチＩ/Ｏ機能として以下のＩ/Ｆを搭載してい

ます。システムの構成に合わせて使用してください。

　◆キーボード＆ＰＳ２マウス・Ｉ/Ｆ

　◆フロッピー・ディスク・ドライブ・Ｉ/Ｆ

　◆ハード・ディスク・Ｉ/Ｆ

　◆パラレル・ポート・Ｉ/Ｆ

　◆シリアル・ポート・Ｉ/Ｆ

　◆付属補助端子

３・１　キーボード＆ＰＳ２マウス

　キーボードはコネクタＪ８（６ピン・ミニＤＩＮ）に、ＰＳ２マウスはコ

ネクタＪ９（６ピン・ミニＤＩＮ）に接続して使用してください。

　なお、コネクタＪ７（５ピン・ソケット）は、拡張用補助キーボード・コ

ネクタです。なお、ＰＳ２マウスの使用に関しては、Ｐ．２４　ＰＳ２マウ

スに関する注意を参照してください。

　Ｊ８，９：コネクタ配列＆ピン割り当て

　Ｊ７：コネクタ配列＆ピン割り当て

６

４

５

３

１２

ピン

１

２

３

４

５

６

 信 号 名

 Data(DATA)

 ＮＣ

 ＧＮＤ

 ＋５Ｖ

 Clock(CLK)

 ＮＣ

１

５

ピン

１

２

３

４

５

 信 号 名

 Data(DATA)

 ＮＣ

 ＧＮＤ

 ＋５Ｖ

 Clock(CLK)
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３・２　フロッピー・ディスク・ドライブ・Ｉ/Ｆ

　フロッピー・ディスク・ドライブは、最大２基まで使用することができま

す（コネクタ：Ｊ１）。なお、フロッピー・ディスク・ドライブ用のＩ/Ｆ

ケーブルは、下記図のような特殊な物が必要となります。

　インターフェース・ケーブルの仕様

　　　　　　　　　　　※　当社別売ケーブル　９３０００６４

　Ｊ１：コネクタ配列＆ピン割り当て

１０ピン～１６ピンのケーブルがツイスト

AS-3210 : J1 ドライブ Ｂ ドライブ Ａ

ピン  信 号 名

１
３
５
７
９
11
13
15
17
19
21
23
25
27
29

 ＧＮＤ
 ＧＮＤ
 ＧＮＤ
 ＧＮＤ
 ＧＮＤ
 ＧＮＤ
 ＧＮＤ
 ＧＮＤ
 ＧＮＤ
 ＧＮＤ
 ＧＮＤ
 ＧＮＤ
 ＧＮＤ
 ＧＮＤ
 ＧＮＤ
31
33
 ＧＮＤ
 ＧＮＤ

ピン  信 号 名

２
４
６
８
10
12
14
16
18
20
22
24
26
28
30

 PWC*/RPM*
 ＮＣ
 ＮＣ
 INDEX*
 MTR1*
 DRVSEL2*
 DRVSEL1*
 MTR2*
 DIRSEL
 STEP
 ＷＤ
 ＷＧ
 TRK00*
 ＷＰ
 ＷＤ
32
34
 HDSEL*
 DSKCHG*

１ ２

33 34
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３・３　ハード・ディスク・ドライブ・Ｉ/Ｆ

　ハード・ディスク・ドライブは、最大２基までカスケード接続できます（コ

ネクタ：Ｊ２）。なお、本ＩＤＥはローカル・バス接続となっていますので、

Ｅ－ＩＤＥ対応のハード・ディスクを使用する事も可能です。

　インターフェース・ケーブルの仕様

　　　　　　　　　　　　※　当社別売ケーブル　９３０００６６

　Ｊ２：コネクタ配列＆ピン割り当て

AS-3210 :J2 ドライブ ＡorＢ ドライブ ＢorＡ

注）ドライブはジャンパー設定でマスタor スレーブにする

ピン  信 号 名

１
３
５
７
９
11
13
15
17
19
21
23
25
27
29

 RESET*
 DATA 7
 DATA 6
 DATA 5
 DATA 4
 DATA 3
 DATA 2
 DATA 1
 DATA 0
 ＧＮＤ
 (予約)
 ＩＯＷ＊
 ＩＯＲ＊
 (予約)
 (予約)
31
33
 ＩＲＱ
 Ａ１

ピン  信 号 名

２
４
６
８
10
12
14
16
18
20
22
24
26
28
30

 ＧＮＤ
 DATA 8
 DATA 9
 DATA 10
 DATA 11
 DATA 12
 DATA 13
 DATA 14
 DATA 15
 ＫＥＹ
 ＧＮＤ
 ＧＮＤ
 ＧＮＤ
 ＢＡＬＥ
 ＧＮＤ

32
34
 IOCS16*
 PDIAG*

35
37
39

36
38
40

 Ａ２
 ＣＳ１＊
 ＧＮＤ

 Ａ０
 ＣＳ０＊
 IDEACT*

１ ２

39 40
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３・４　シリアル・ポート・Ｉ/Ｆ

　ＡＳ－３２１０には、１６バイトＦＩＦＯ付きＲＳ２３２Ｃシリアル・ポ

ートが２チャンネル搭載されています。シリアル・ポートのコネクタは、Ｃ

ＯＭ１が９ピンＤｓｂｕ（Ｊ１０），ＣＯＭ２が１０ピン・ヘッダー・ソケ

ット（Ｊ５）となっています。

　Ｊ１０(COM 1)：コネクタ配列＆ピン割り当て

　Ｊ５(COM 2)：コネクタ配列＆ピン割り当て

シリアル・ポートのＩ/Ｏアドレス

アドレス 割り込みレベル

ＣＯＭ１ ０３Ｆ８～０３ＦＦ：Ｈ ＩＲＱ４

ＣＯＭ２ ０２Ｆ８～０２ＦＦ：Ｈ ＩＲＱ３

１

６

５

９

ピン

１
２
３
４
５

６
７
８
９

ピン  信 号 名 信 号 名

 ＤＣＤ
 ＲＤ
 ＴＤ
 ＤＴＲ
 ＧＮＤ

 ＤＳＲ
 ＲＴＳ
 ＣＴＳ
 ＲＩ

ピン

１
２
３
４
５

６
７
８
９

ピン  信 号 名 信 号 名

10

 ＤＣＤ
 ＲＤ
 ＴＤ
 ＤＴＲ
 ＧＮＤ

 ＤＳＲ
 ＲＴＳ
 ＣＴＳ
 ＲＩ
 ＮＣ

１ ６

５ 10
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３・５　パラレル・ポート・Ｉ/Ｆ

　ＡＳ－３２１０には、ＳＰＰ，ＥＰＰ，ＥＣＰの３モードに対応するパラ

レル（プリンタ）・ポートが１チャンネル搭載されています。コネクタの形

状は２６ピン・ヘッダー・ソケット（Ｊ３）ですので、２５ピンＤｓｕｂコ

ネクタでの使用については、付属の変換ケーブルをご使用ください。

　なお、モードの変更方法については、Ｐ．２５ パラレル・ポートのモー

ド設定を参照してください。

Ｊ３：コネクタ配列＆ピン割り当て

　２５ピンＤｓｕｂコネクタのピン配列

　パラレル・ポートのＩ/Ｏアドレス

データ ステータス コントーロール 割り込み

０３７８ｈ ０３７９ｈ ０３７Ａｈ ＩＲＱ７

ピン  信 号 名

１

３

５

７

９

11

13

15

17

19

21

23

25

 STROBE*
 ＤＢ０
 ＤＢ１
 ＤＢ２
 ＤＢ３
 ＤＢ４
 ＤＢ５
 ＤＢ６
 ＤＢ７
 ＡＣＫ＊
 ＢＵＳＹ
 ＰＥ
 ＳＬＣＴ

ピン  信 号 名

２

４

６

８

10

12

14

16

18

20

22

24

26

 ＡＦ＊
 ＥＲＲ＊
 INIT*
 ＳＩ＊
 ＧＮＤ
 ＧＮＤ
 ＧＮＤ
 ＧＮＤ
 ＧＮＤ
 ＧＮＤ
 ＧＮＤ
 ＧＮＤ
 ＮＣ

１

13

14

26

注）ピン割り当てはＪ３と同じ

１13

1425
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３・６　付属補助端子について

　ＡＳ－３２１０には付属機能の補助端子として、ＨＤアクセスＬＥＤ（Ｊ

Ｐ１），スピーカ出力（ＪＰ２），キーボード・ロック＆パワーＬＥＤ（Ｊ

Ｐ３），リセットＳＷ（ＪＰ４）の４つの端子をボード上に搭載しています。

　図を用いて、各補助端子の使用例を示します。

　ＪＰ１：ＨＤアクセスＬＥＤ

　ＪＰ２：スピーカ出力

　ＪＰ３：キーボード・ロック＆パワーＬＥＤ

　ＪＰ４：リセットＳＷ

ＨＤにアクセスするとＬＥＤが点灯

１

２

＋５Ｖ

＋５Ｖ

１

４

＋５Ｖ

５

１

パワーＯＮでＬＥＤが点灯

ＳＷ・ＯＮでキーボード・ロック

１

２

ＳＷ・ＯＮでシステム・リセット
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第４章　ウォッチ・ドック・タイマについて

　ウォッチ・ドック・タイマ機能の仕様は下記の通りです。

　　　　◆ タイム・アウト　　　　１.６ Sec

　　　　◆ ＩＲＱ１５ or リセットにて使用（Ｐ８にて設定）

　ジャンパー・ポスト：Ｐ８の設定

１－４ ２－３ 使用状態

ＯＰＥＮ ＳＨＯＲＴ リセット

ＳＨＯＲＴ ＯＰＥＮ ＩＲＱ１５

ＯＰＥＮ ＯＰＥＮ 未使用

　ウォッチ・ドック・タイマ（以下ＷＤＴ）の使用方法は以下の通りです。

　　① アドレス４４３Ｈをリード・・・ＷＤＴリフレッシュ

　　② アドレス０４３Ｈをリード・・・ＷＤＴ動作開始

　　③ アドレス４４３Ｈをリード・・・ＷＤＴリフレッシュ

　　　 （ＷＤＴ動作中は１.６Sec 毎に③を実行）

　　④ アドレス０４３Ｈをリード・・・ＷＤＴ動作終了

　プログラム参考例

WDT_SW  dw  043H
WDT_REF dw  443H

;Enable or Disable Address WDT
;Refresh Address WDT

MAIN:
CALL    WDTREF      ;Dummy Refresh
CALL    WDTGATE     ;Enable WDT

...
...

...
...

＜ １.６Sec 以内のユーザー・プログラム ＞

CALL

＊１

＜ 以下 ＊１の繰り返し ＞

WDTREF ;Refresh

CALL WDTGATE ;Disable WDT

END:
WDTGATE:MOV

IN
RET

WDTREF :MOV
IN
RET

DX,WDT_SW
AX,DX

DX,WDT_REF
AX,DX

;Enable or Disable WDT PROG.

;Refresh WDT PROG.
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第５章　Ｆｌａｓｈ－Ｄｉｓｋについて

　ＡＳ－３２１０は、ハードディスク／フロッピーディスク・ドライブをエ

ミュレーションしたＦｌａｓｈ－Ｄｉｓｋ機能を搭載しています。このＤｉ

ｓｋは、ハードディスク・ドライブまたはフロッピーディスクをエミュレー

ションソフト（拡張ＢＩＯＳ）により実現しており、ドライブＣ：／Ｄ：（ハ

ードディスクエミュレーション）またはドライブＡ：／ドライブＢ：（フロ

ッピーディスクエミュレーション）として使用することが可能です。また、

ドライブＣ：、ドライブＡ：で使用する時には通常のディスクと同様にＤＯ

Ｓのブートも可能です。

　Ｆｌａｓｈ－Ｄｉｓｋの仕様は下記の通りです。

　◆メモリ容量　・・・・・　２ＭＢ／４ＭＢ

　◆使用メモリ　・・・・・

        ＳＵＭＳＵＮＧ   ＫＭ２９Ｎ１６０００ＴＳ（２ＭＢ）

        ＳＵＭＳＵＮＧ   ＫＭ２９Ｎ３２０００ＴＳ（４ＭＢ）

  ◆ディスク容量  ・・・・

       ハードディスクエミュレーション選択時

                    １．９２ＭＢ（２Ｍ）、３．８４ＭＢ（４Ｍ）

       フロッピーディスクエミュレーション選択時

                    １．４４ＭＢ（２Ｍ）、２．８８ＭＢ（４Ｍ）

       ＲＯＭディスク機能選択時           １．４４ＭＢ

　◆ＢＩＯＳ　・・・・・・　山下システムズ・オリジナル

　◆使用メモリエリア　・・　Ｃ８０００－ＣＦＦＦＦ 　３２ＫByte

　◆使用Ｉ／Ｏエリア　・・　１Ｆ８～１ＦＦ：ｈ（固定）

　◆使用割り込みベクタ・・　６１ｈ，６２ｈ

  ◆使用方法　・・・・・・　ハード・ディスク・エミュレーション時

　　　　　　　　　　　  　　　ドライブＣ：orＤ：で使用

                            フロッピーディスク・エミュレーション

                            または ＲＯＭ－ＤＩＳＫ機能使用時

                              ドライブＡ：orＢ：で使用

  ◆書込み寿命　・・・・・  １０＊＊８乗回

                                ／ブロック（５１２バイト）書込み

  ◆保持寿命　・・・・・・  １０年
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５・１　Ｆｌａｓｈ－Ｄｉｓｋの使用方法

　Ｆｌａｓｈ－Ｄｉｓｋは動作的にはハードディスクまたはフロッピーデ

ィスクと同じ使用方法となるように実現されています。実現されたディスク

は、ハードディスクエミュレーションを選択の場合ドライブＣ：もしくはド

ライブＤ：の物理ドライブの空きエリアに自動的に割り付けられます。例え

ば、ＢＩＯＳ設定でドライブＣ：／Ｄ：ともに空きの状態（None）の場合は、

Ｆｌａｓｈ－ＤｉｓｋはドライブＣ：に割り付けられ、ともにハード・ディ

スクが接続されている場合は未使用となります。またフロッピーディスクエ

ミュレーション（フロッピーディスク、ＲＯＭーＤＩＳＫ機能）を選択の場

合は、ドライブＡ：もしくはＢ：の物理ドライブの空きエリアに自動的に割

り付けられます。

　なお、製品に添付されているフロッピー・ディスクに詳しい説明が記述さ

れていますので、使用する前に必ず参照してください。

（参照）￥Ｆ＿ＤＩＳＫ￥ＲＥＡＤＭＥ．ＴＸＴ

ジャンパー設定

　Ｆｌａｓｈ－Ｄｉｓｋは、ハード的に有効／無効の設定（ジャンパー：Ｐ

９）を行う事ができます。なお、ジャンパー：Ｐ７は Flash-Memory に供給

する電源電圧選択用ですので、出荷時（１－２をショート）で使用してくだ

さい。

ジャンパー・ポスト：Ｐ９の設定

　オープン：イネーブル　　　ショート：ディセーブル
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～　第　２　部　使用方法について　～

　第２部では、ＡＳ－３２１０を使用する際に必要な各種設定と使用方法に

ついて書かれています。

第１章　セット・アップ

　本章では、ＡＳ－３２１０を使用する（ＤＯＳが立ち上がる）のに必要な

各種の作業手順について書かれています。

　～　作業手順の流れ　～

ボードの設定

周辺装置の接続

パワー・オン

ＢＩＯＳのセット・アップ

動 作 確 認

ステップ１　ボードの設定

　◆ＣＰＵの取り付け

　◆各ジャンパーの設定

　◆メモリ（ＳＩＭＭ）の増設

ステップ２　周辺装置の接続

　◆ＣＲＴ／ＬＣＤ

　◆キーボード／ＰＳ２マウス

　◆フロッピー・ディスク

　◆ハード・ディスク

　◆シリアル・ポート

　◆パラレル・ポート

　◆付属補助端子

ステップ３　パワー・オン

　ＡＳ－３２１０は、ボード上のエッジ端子も

しくは電源コネクタＪ６から、電源を投入する

事ができます。

ステップ４　ＢＩＯＳのセット・アップ

　はじめて動作させる際や、システムの構成を

変更した際は、必ずＢＩＯＳの情報を更新して

ください。

ステップ５　動作確認

　ステップ４までの作業が終了してはじめ

て、ＡＳ－３２１０はＰＣとして機能します。

この段階で正しく動作していない場合は、ステ

ップ１～４までの作業を再確認してくださ

い。
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１・１　ステップ１　ボードの設定

　ステップ１では、ＡＳ－３２１０を使用するに先立ち必要なボードの設定

について説明します。必要な作業の内容は大きく分けて次の３項目です。

　　　◆ＣＰＵの取り付け

　　　◆各ジャンパーの設定

　　　◆メモリ（ＳＩＭＭ）の増設

１・１・１　ＣＰＵの取り付け

　ＡＳ－３２１０には、４種類のＣＰＵ（４８６ＳＸ～ＤＸ４）を搭載でき

ます。ＣＰＵはＰＧＡソケット（Ｕ３）になっていますので、位置と方向を

間違えないよう注意し、しっかりと差し込んでください。ＣＰＵソケットの

位置と向きについては、付録Ａ　ボード配置図を参照してください。

１・１・２　各ジャンパーの設定

　ＡＳ－３２１０のジャンパー設定項目の内、Ｐ１～Ｐ６までがＣＰＵに関

係するジャンパー設定項目です。使用するＣＰＵのタイプ，メーカーに合わ

せて、下記ジャンパー設定を行ってください。

ジャンパー：Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３の設定（指定以外はＯＰＥＮ）

　注）この設定は、ＣＰＵのメーカーによって異なります。

　◆Ｉｎｔｅｌシリーズ ＆ ＡＭＤ Ｅｎｈａｎｃｅｄ-ＤＸ４

　　Ｐ１：１－２，３－４，５－６，７－８，９－１０　ＳＨＯＲＴ

　◆Ｃｙｒｉｘシリーズ

　　Ｐ２：１－２，３－４，５－６，７－８，９－１０　ＳＨＯＲＴ

　◆ＡＭＤ，ＵＭＣシリーズ

　　Ｐ３：１－２，３－４，５－６，７－８，９－１０　ＳＨＯＲＴ

ジャンパー：Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３の配列

Ｐ１

Ｐ２

Ｐ３

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
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ジャンパー：Ｐ４，Ｐ５，Ｐ６の設定

　注）この設定は、ＣＰＵのタイプによって異なります。

Ｐ４ Ｐ５ Ｐ６

４８６ＳＸ ２－３ ＯＰＥＮ １－２

４８６ＤＸ １－２ ２－３ １－２

４８６ＤＸ２ １－２ ２－３ １－２

４８６ＤＸ４ １－２ ２－３ ２－３

１・１・３　メモリ（ＳＩＭＭ）の増設

　ＡＳ－３２１０には、予め４ＭＢのシステム・メモリが実装されています

が、増設用に７２ピンＳＩＭＭ・ソケットも１ヶ用意されています。メモリ

の増設が必要な際には、最大３２ＭＢまでのＳＩＭＭが搭載できます。

　搭載できるＳＩＭＭの規格は下記のとうりです。

　◆ＳＩＭＭタイプ・・・７２ピンＳＩＭＭ

　◆ビット数・・・・・・３６ビット or３２ビット

　（但し、ＡＳ－３２１０はメモリ・パリティをサポートしていません）

　◆アクセスタイム・・・７０ｎｓ以下
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１・２　ステップ２　周辺装置の接続

　ＡＳ－３２１０には、システム構成に合わせて以下の装置が接続できます。

　◆ＣＲＴ／ＬＣＤ

　◆キーボード＆ＰＳ２マウス

　◆フロッピー・ディスク

　◆ハード・ディスク

　◆シリアル・ポート

　◆パラレル・ポート

　◆付属補助端子

注）各周辺装置については、第１部　第２，３章を参照してください。

１・２・１　ＰＳ２マウスに関する注意

　ＡＳ－３２１０は、ＰＳ２マウスをサポートしています。ＰＳ２マウスを

使用する際には、下記の内容について注意してください。

　◆ＭＯＵＳＥドライバーは、なるべくマウス本体に付属の物を使用する

　◆ＯＳ等に付属されるドライバーを使用する際は、それ以外のドライバ

　　はインストールしない

特に注意が必要なのは、ＯＳ等に付属されるドライバーについてで、例えば

ＤＯＳのＭＯＵＳＥドライバーがインストールされているとＷｉｎｄｏｗ

ｓ３．１でマウスが使用できなくなる可能性があります。その際は、ＤＯＳ

のＭＯＵＳＥドライバーはインストールしない用にしてください。



28

ピン

１
２
３
４
５
６

 信 号 名

 ＋５Ｖ ＤＣ
 ＋５Ｖ ＤＣ
 ＧＮＤ
 ＧＮＤ
 ＧＮＤ
 ＋１２Ｖ ＤＣ

１

６

１・２・２　パラレル・ポートのモード設定

　ＡＳ－３２１０のパラレル・ポートは、ＳＰＰ，ＥＰＰ，ＥＣＰの３モー

ドに対応しています。各モードの設定はジャンパー：Ｐ１２とＰ１３で行い

ます。

ジャンパー：Ｐ１２，Ｐ１３の設定（ＳＨＯＲＴするピンについて）

　◆ＳＰＰ（スタンダード）モード

　　Ｐ１２：１－２，１２－１１

　◆ＥＰＰモード

　　Ｐ１２：２－３，１２－１１

　◆ＥＣＰモード（ＤＭＡチャンネル１を使用する場合）

　　Ｐ１２：１－２，１１－１０，４－５，９－８

　　Ｐ１３：ＳＨＯＲＴ

　◆ＥＣＰモード（ＤＭＡチャンネル３を使用する場合）

　　Ｐ１２：１－２，１１－１０，５－６，８－７

　　Ｐ１３：ＳＨＯＲＴ

ジャンパー：Ｐ１２の配列

１・３　ステップ３　パワー・オン

　ＡＳ－３２１０は、ボード上のエッジ端子もしくは電源コネクタ：Ｊ６か

ら、電源を投入する事ができます。なお、電源コネクタ：Ｊ６に関してはＡ

Ｓ－３２１０を単体で使用する時に限って使用してください。

Ｊ６：コネクタ配列＆ピン割り当て

１ ２ ３ ４ ５ ６

７８９101112
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１・４　ステップ４　ＢＩＯＳのセット・アップ

　ＡＳ－３２１０をはじめて使用する際や、接続している周辺装置が変更さ

れた際には、ＢＩＯＳのセット・アップを行ってＢＩＯＳ設定情報を更新し

てください。

　以下の各項目で、実際の画面を示しながらＢＩＯＳのセットアップの仕方

について説明します。また、本文中で記載している設定値は、ボードの出荷

時の状態ですので、基本的にはこの値で使用してください。

１・４・１　ＢＩＯＳセット・アップの起動

　システムの電源を起動するとはじめにメモリのチェックを行います。この

間にＨｉｔ ＤＥＬと画面の下に表示されますので、ＤＥＬキーを押下して

ください。下記の様なＢＩＯＳセット・アップ画面に切り替わります。

この画面が表示されたら、後は各項目を選んで設定を行います。

この内、＜STANDARD CMOS SETUP＞，＜BIOS FEATURES SETUP＞，＜CHIPSET

FEATURES SETUP＞，＜PWOR MANAGEMENT SETUP＞の項目が実際に設定変更す

る為の項目です。

STANDARD CMOS SETUP

BIOS FEATURES SETUP

CHIPSET FEATURES SETUP

POWER MANAGEMENT SETUP

LOAD BIOS DEFAULTS

LOAD SETUP DEFAULTS

PASSWORD SETTING

IDE HDD AUTO DETECTION

SAVE & EXIT SETUP

EXIT WITHOUT SAVING

ESC : QUIT

F10 : Save & Exit Setup

↑↓→←  : Select Item

(Shift)F2 : Change Color
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１・４・２　＜STANDARD CMOS SETUP＞

　この項目は、システムの基本的な構成の設定を行います。

ハード・ディスクの設定について

Ｔｙｐｅ：１～４６に固定のパラメータを持っていますが、使用するハー

ド・ディスクのパラメータが合わない場合は、Ｔｙｐｅ：４７　Ｕｓｅｒに

設定して必要なパラメータを入力してください。

　また、＜IDE HDD AUTO DETEDTION＞はＨＤＤのパラメータを自動で読み取

る機能ですので、こちらも有効な機能です。

Date (mm:dd:yy) : MON,DEC,25,1995

Time (hh:mm:ss) : 22: 5:40

HARD DISKS  TYPE  SIZE  CYLS  HEAD  PRECOMP  LANDZ  SECTOR  MODE

Drive C   : None     0     0     0        0      0       0  ----

Drive D   : None     0     0     0        0      0       0  ----

Drive A   : None

Drive A   : None

Video   : EGA/VGA

Halt On : All Errors

   Base  Memory :   640K

Extended Memory :  7168K

   Other Memory :   384K

------------------------

   Total Memory :  8192K

Esc : Quit         ↑↓→← : Select Item     Pu/Pd/+/- : Modify

F1  : Help         (Shift)F2: Change Color
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１・４・３　＜BIOS FEATURES SETUP＞

　この項目の内容は出荷時（図の設定）で使用してください。

１・４・４　＜CHIPSET FEATURES SETUP＞

　この項目の内容は出荷時（図の設定）で使用してください。

Virus Warning            :Disabled
CPU Internal Cache       :Enabled

F1 : Help   Pu/Pd/+/- : Modify
F5 : Old Valuse (Shift)F2: Color

Quick Power On Self TEST :Enabled
Boot Sequence            :A,C
Swap Floppy Drive        :Disabled
Boot Up Floppy Seek      :Enabled
Boot Up Numlock Status   :ON
Boot Up System Speed     :High

Gate A20 Option          :Fast

Typematic Rate Setting   :Disabled
Typematic Rate(Chars/Sec):6
Typematic Delay(Msec)    :250
Security Option          :Setup

Video BIOS Shadow        :Enabled
C8000-CBFFF Shadow       :Enabled
CC000-CFFFF Shadow       :Disabled
D0000-D3FFF Shadow       :Disabled
D4000-D7FFF Shadow       :Disabled
D8000-DBFFF Shadow       :Disabled
DC000-DFFFF Shadow       :Disabled
E0000-E3FFF Shadow       :Disabled
E4000-E7FFF Shadow       :Disabled
E8000-EBFFF Shadow       :Disabled
EC000-EFFFF Shadow       :Disabled

Esc: Quit  ↑↓→← : Select Item

F6 : Load BIOS Defaults
F7 : Load Setup Defaults

Auto Configuration       :Disabled
Decoupled Refresh        :Disabled

F1 : Help   Pu/Pd/+/- : Modify
F5 : Old Valuse (Shift)F2: Color

Relocate 256K/384K       :Disabled
Video BIOS Cacheable     :Enabled
System BIOS Cacheable    :Enabled

CHRDY for ISA Master     :Enabled
Memory Hole At 15MB Addr :Disabled
Cache Timing Control     :Normal
DRAM Timing Control      :Normal
Fast DRAM                :Disabled
Burst Write              :Disabled
CPU Write Back Cache     :Disabled
Set Turbo Pin Funcyion   :Turbo
Set Mouse Lock           :Disabled

Onboard local bus IDE    :Enabled
IDE Primary Master PIO   :Auto

Esc: Quit  ↑↓→← : Select Item

F6 : Load BIOS Defaults
F7 : Load Setup Defaults

IDE Primary Slave PIO    :Auto
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１・４・５　＜POWER MANAGEMENT SETUP＞

　この項目は、パワー・マネージメント機能を使用する場合にのみ設定を行

う様にしてください。また、この機能はパワー・マネージメント機能に対応

するＣＰＵを使用する時に有効となります。

この機能の主な動作状態としては、以下の様なものです。

　◆ＣＰＵ自体がＬｏｗ・Ｐｏｗｅｒモードになる

　◆ＶＧＡ信号がシャット・ダウンされる（画面が一時的に消える）

　◆ＨＤＤのモータがシャット・ダウンされる

また、Ｌｏｗ・Ｐｏｗｅｒモードから通常モードに開放される条件としては

各割り込み（ＩＲＱ１，３，４，５，６，７，９，１０，１１，１２，１４，

１５）が発生したときで、例えば、キーボードが押下された時や、マウスが

動作した時などです。

Power Management         :Disabled
Doze Timer               :32 sec

F1 : Help   Pu/Pd/+/- : Modify
F5 : Old Valuse (Shift)F2: Color

Sleep Time               :2 min
Sleep Mode               :Suspend
HDD Power Management     :Disabled
VGA Activity Wakeup      :Disabled

I/O Activity             :Disabled

IRQ3 Activity            :Primary

Esc: Quit  ↑↓→← : Select Item

F6 : Load BIOS Defaults
F7 : Load Setup Defaults

IRQ4 Activity            :Primary
IRQ5 Activity            :Primary
IRQ7 Activity            :Primary
IRQ8 Activity            :Secondary
IRQ10 Activity           :Primary
IRQ11 Activity           :Primary
IRQ12 Activity           :Primary
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第２章　ＶＧＡ・ドライバについて

　ＡＳ－３２１０には、ＶＧＡに関連するユーティリティ・ディスクが付属

品として添付されています。このディスクには、Windows ディスプレイ・ド

ライバなどのプログラムが入っています。ディスケット内のＲＥＡＤＭＥ．

ＤＯＣには、各プログラムの説明と導入方法や注意点について記載されてい

ますので、必ず読んでから使用してください。

　なお、特に重要なプログラムについて説明します。

　◆　ＣＨＧＶＧＡ．ＥＸＥ・・ＣＲＴ，ＬＣＤの切り替えプログラム

　ＡＳ－３２１０は起動時、ＣＲＴとＬＣＤの両方を表示する同時表示モー

ドです。ＣＨＧＶＧＡ．ＥＸＥはこの表示モードの切り替えを行います。

　Windows を８００×６００以上で表示される場合は、必ずＣＲＴ表示モー

ドで使用してください。

　ＣＨＧＶＧＡ ／Ｓ［Ｅｎｔｅｒ］　（同時表示モード）

　ＣＨＧＶＧＡ ／Ｃ［Ｅｎｔｅｒ］　（ＣＲＴ表示モード）

　ＣＨＧＶＧＡ ／Ｌ［Ｅｎｔｅｒ］　（ＬＣＤ表示モード）



34

第３章  フラッシュディスクツールについて

　ＡＳ－３２１０にはフラッシュディスクに関連するツールがユーティリ

ティ・ディスクの￥Ｆ＿ＤＩＳＫディレクトリーに含まれています。ディレ

クトリー内のＲＥＡＤＭＥ．ＴＸＴには、フラッシュディスクの仕様や設定

方法、ツールプログラムの利用方法について記載されていますので、必ず読

んでからフラッシュディスクを利用してください。

　なお、特に重要なプログラムについて説明します。

◆　ＦＣＬＥＡＲ．ＥＸＥ   ．． フラッシュクリアーツール

  フラッシュメモリーをクリアーしてフラッシュディスクのエミュレーシ

ョンタイプを設定します。

    ＦＣＬＥＡＲ［Ｅｎｔｅｒ］

       フラッシュクリアー、ハードディスクタイプ設定

    ＦＣＬＥＡＲ ｆ［Ｅｎｔｅｒ］

       フラッシュクリアー、フロッピーディスクタイプ設定

  ハードディスクタイプの場合はこの後、ＤＯＳに添付されているＦＤＩＳ

Ｋ、ＦＯＲＭＡＴツールを使用してアクセス可能なボリュームにします。ま

たフロッピーディスクタイプの場合はＦＯＲＭＡＴツールを使用してアク

セス可能なボリュームに初期化します。

◆　ＦＤ２ＲＦＳＤ．ＥＸＥ   ．． ＲＯＭ－ＤＩＳＫ作成ツール

  フラッシュメモリーをクリアーし、フロッピーディスク（１．４４Ｍ）分

をまるごとフラッシュメモリーにコピーしてＲＯＭ－ＤＩＳＫを実現しま

す。

ＦＤ２ＲＦＳＤ Ａ：［Ｅｎｔｅｒ］

  Ａ：のフロッピーディスクをまるごとフラッシュに書込みます。再起動時

にはフラッシュメモリーはＲＯＭ－ＤＩＳＫボリューム（Ａ：ｏｒＢ：）と

なります。
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第４章　Ｉ/Ｏボードで割り込みを使用する時の注意

　ＡＳ－３２１０はＰＳ２マウスをサポートしています。ハード的にはＰＳ

２マウスのデータ信号線と、ＩＲＱ１２がマルチ・ファンクション・ピンと

なっています。

　ボードによっては、使用する割り込みをハード的（ジャンパー・ピン等）

に設定するのでなく、ソフト的に設定する種類の物も有ります。（例えば、

Ethernet ボード）

　この様なボードの場合は、プログラムを実行する前にＰＳ２マウス機能を

ディセーブル状態にしてＩＲＱ１２が使用できる様にしておく必要が有り

ます。方法としては、ボード上のコントローラのレジスタを変更してＰＳ２

マウスをディセーブルにし、ＩＲＱ１２をイネーブルにします。

　具体的な方法論は、Ｉ/Ｏポート：Ａ８ｈに１１を書き、 Ｉ/Ｏポート：

Ａ９ｈに１Ａを書きを書き込みます。

　以下にＤＯＳコマンドのＤＥＢＵＧを使用しての方法を示します。

Ｃ：￥＞ＤＥＢＵＧ

Ｏ　Ａ８　１１

Ｏ　Ａ９　１Ａ

Ｑ

Ｃ：￥＞

　以上の内容でＰＳ２マウス：ディセーブル，ＩＲＱ１２：イネーブルとな

ります。
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付録Ａ　ボード部品配置図
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